
だんだんと気温が高い日が増えてきました。皆様いかがお過ごしでしょうか。

今回はよくあるご質問について特集してみたいと思います

Q1 CPAP装置からの空気が気になってなかなか眠れない。

CPAP装置は呼気（吐く息）のときも空気を気道に送るため、
導入初期は息苦しさを感じることが多いかもしれません。
治療に必要な圧になるまでの時間を遅らせる機能（ランプ機能、移行時間）
がついているので、これを用いるとスムーズに眠りにつけるでしょう。
機器を持参されますと、設定変更ができます。ご相談ください。

Q2 CPAPは出張や旅行に持ち歩いたほうがいいですか？

基本的にはCPAP療法は毎日行うものです。

しかし、無呼吸の程度は2～3日であれば治療前の状態まで戻ることはないと言われています。
持参されない場合も、帰宅後は必ずCPAP療法を再開してください。
お仕事柄、出張など飛行機移動が多い方はスタッフにご相談ください。

Q3 鼻や喉が乾いてしまいます。

CPAP装置は室内の空気を取り込んでいるため、空気が乾燥しているときは、
鼻や喉が渇きがちになります。加湿器などでお部屋の湿度調整をしましょう。
CPAP専用の加湿器もありますので、症状がひどい場合は主治医にご相談ください。
また、口が開いていると鼻から送った空気が口から抜けるため喉が渇きます。

口を閉じて眠るようテープで固定するか、フルフェイスタイプのマスクもございます。

お客様サポートのご案内(テイジンのCPAPご利用の方）
当院では昨年１１月よりデータ通信を開始いたしました！（テイジンのみ）
メーカーと情報を共有することにより手厚いサポートが受けることができ、日中お仕事等で忙しい方も
メール連絡やLINEにてサポートを受けることが可能です(PC スマホ　携帯電話はメール機能可）

お気軽にご相談ください！
ＣＰＡＰについて
「寝付きにくい」「風の圧に違和感がある」
・・・など、どんなことでも構いません。
来院いただいた際は、
１２番窓口（検査科）または、医師・
看護師・病院スタッフまで
お声かけください。
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お願い
ＣＰＡＰ療法は健康保険の適応となるため、使用者の方に

は月に１回の受診をお願いしています。健康保険の適応

が受けられない場合には、負担額は１４，６００円/

月となりますので必ず受診していただきますようお願いい

たします。
入院や長期旅行・出張などの為、受診ができない場合は

当院受付へ連絡していただきますよう
お願いいたします。

連絡先 0944-72-3501 （代表）
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